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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年12月26日(2013.12.26)

【公開番号】特開2012-123145(P2012-123145A)
【公開日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2012-025
【出願番号】特願2010-273264(P2010-273264)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/28     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  26/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/28    　　　　
   Ｈ０１Ｌ  31/10    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  26/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月7日(2013.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、
　前記第１基板に対向し、前記第１基板に向けて進退可能に移動する可動部を有する第２
基板と、
　前記第１基板の前記第２基板に対向する面に設けられた第１反射膜と、
　前記可動部の前記第１基板に対向する面に設けられ、前記第１反射膜と所定の第１ギャ
ップを介して対向する第２反射膜と、
　前記第１基板の前記第２基板に対向する面に設けられた第１電極と、
　前記第２基板の前記第１基板に対向する面に設けられ、前記第１電極と所定の第２ギャ
ップを介して対向する第２電極と、
　前記第１基板に設けられて、前記第１電極から前記第１基板の外周縁に向かって設けら
れた第１電極線と、
　前記第２基板に設けられて、前記第２電極から前記第２基板の外周縁に向かって設けら
れた第２電極線と、
　前記第２基板に設けられて、前記第１電極線と対向し、前記第２電極と絶縁されて設け
られた第１対向電極線と、
　前記第１電極線及び前記第１対向電極線を導通する第１導通部と、を備え、
　前記第２電極線と前記第１対向電極線とは、第２基板の厚み方向から見る平面視におい
て、前記可動部の中心点を中心とした仮想円の前記中心点を通り、前記仮想円を等角度間
隔に分割する方向に形成される
　ことを特徴とする波長可変干渉フィルター。
【請求項２】
　請求項１に記載の波長可変干渉フィルターにおいて、
　前記第２基板は、前記可動部を前記第２基板の厚み方向に移動可能に保持する連結保持
部を有し、
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　前記連結保持部には、前記第２電極線及び前記第１対向電極線が形成され、
　前記第２電極線及び前記第１対向電極線の前記連結保持部に形成された形成領域におけ
る形状は、同一形状に形成される
　ことを特徴とする波長可変干渉フィルター。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の波長可変干渉フィルターにおいて、
　前記第１基板に設けられて、前記第２電極線と対向し、前記第１電極と絶縁されて設け
られた第２対向電極線と、
　前記第２電極線及び前記第２対向電極線を導通する第２導通部とを備え、
　前記第１電極線と前記第２対向電極線とは、第１基板の厚み方向から見る平面視におい
て、前記第１反射膜の中心点を中心とした仮想円の前記中心点を通り、前記仮想円を等角
度間隔に分割する方向に形成される
　ことを特徴とする波長可変干渉フィルター。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の波長可変干渉フィルターと、
　前記波長可変干渉フィルターを透過した検査対象光を受光する受光部とを備える
　ことを特徴とする光モジュール。
【請求項５】
　請求項４に記載の光モジュールと、
　前記光モジュールの前記受光部により受光された光に基づいて、前記検査対象光の光特
性を分析する分析処理部とを備える
　ことを特徴とする光分析装置。
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